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第1370回（2025年度第１回）会員セミナーを開催
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経済同友
C O N T E N T S

10月１日、明治記念館において第
1370回会員セミナーを開催した。
本年度は「経営者が身につけるべき
現代教養」をテーマに、地政学・地経
学、半導体、AI、社会保障など幅広い
分野を取り上げていく。今回はその一
環として「進化する人工知能と松尾研
の活動」と題して、人工知能やディー
プラーニング研究の第一人者である松
尾豊教授（東京大学大学院工学系研究

り、セミナーは盛況のうちに終了し
た。

科技術経営戦略学専攻／人
工物工学研究センター）と
東稔氏（東京大学大学院松
尾・岩澤研究室）を講師に
招き、AI技術の実践的な応
用や、今後のビジネス環境
における変革について多く
の知見を深めた。当日は各
地経済同友会の会員をはじめ、会場お
よびオンラインで380人の参加があ

赤い羽根共同募金へのご協力のお願い

赤い羽根への寄付はSDGsへの推進につながります

毎年、皆さまの寄付金によって、さまざまな地域福祉事業が支えられています。
多様化する福祉課題への対応、激甚化する自然災害の被災者支援にも重点を置き、
運動を推進してまいります。
◆在庫品寄付で社会貢献と節税を
型落ち品、荷崩れ品など在庫品の物品による寄付も受け付けています。
寄付物品を社会福祉施設・団体へ配ることにより、寄付会社様の社会貢献のご意思を福祉施設へ
お伝えしています。
領収書の金額は全額損金としてお取り扱いができますので、ぜひご相談ください。

社会福祉法人 東京都共同募金会　
TEL：03−5292−3182　HP: https://www.tokyo-akaihane.or.jp


